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第1章  はじめに 
１．計画の目的 

近年、国内の自家用車保有台数が頭打ちとなり、公共交通から自家用車への移動手段
の転換が落ち着きを見せる中、人口減少や少子高齢化を主要因として、地方部を中心に
地域公共交通の利用者数が減少しています。 

本町においても例外ではなく、将来的にも人口減少が進むことが見込まれています
が、町民バスは年々利用者数が減少しており、今後は町民バスを含む現在の地域公共交
通体系を維持していくことが困難になると想定されます。 

また、高齢化の進行や高齢者による運転免許の自主返納が進み、自家用車を持たない
高齢者などの移動手段確保のため、地域公共交通の維持は急務となっています。 

このような状況を踏まえ、本町では、「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」
に基づき、より利便性が高く持続可能な地域公共交通を構築するための基本方針を示す
ものとして、「涌谷町地域公共交通計画」を策定します。 

 
 

２．計画の位置づけ 
本計画は、県の地域公共交通・都市計画の方針及び町の総合計画の内容を踏まえた上

で、町の関連する分野や広域連携に関する関連計画との連携を図り定めます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．計画の対象区域・期間 
 
 

 

 涌谷町地域公共交通計画 

 

第五次涌谷町総合計画 後期基本計画 

涌谷町高齢者福祉計画 
・第 9 期介護保険事業計画 

涌谷町第４期障害者計画 
涌谷町過疎地域持続的発展計画 

第 3 次大崎定住自立圏共生ビジョン 

県 
宮城県地域公共交通計画 

大崎広域都市計画区域の 
整備・開発及び保全の方針 

町 

町 

即す 即す 

連携 連携 

対象区域 
計画期間 

涌谷町全域 
令和７年度（2025 年度）〜令和 12 年度（2030 年度） 
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第2章  基本的な方針 
１．地域と交通の現状把握 
（１） 地域の現状把握 

１） 地勢 
  南部を江合川、北部を旧迫川、東部

を北上川によって囲まれ、丘陵地と
平地から成ります。 

  箟岳山と加護坊山を結び、東西を縦
断する標高 236m の細長い山地を有
しており、北側は急な傾斜、南側は
緩やかな傾斜を形成しています。 

 
 
 

２） 人口 
  本町の人口は減少傾向となってお

り、将来においてもこの傾向は続く
と推計されています。 

  世代別では、15 歳未満の年少人口及
び 15~64 歳の生産年齢人口が減少す
る一方、65 歳以上の高齢人口の割合
が増加しており、少子高齢化が進行
しています。 

 
 
 
  高齢者のみの世帯数は 2000 年以降増

加傾向にあります。また、世帯数の
総数のうち高齢者のみの世帯が占め
る割合も増加傾向にあり、2020 年
（令和 2 年）には 26.3%となってい
ます。 

注）高齢単身世帯…65 歳以上の人ひとりのみ
の世帯 

  高齢夫婦世帯…夫 65 歳以上、妻 60 歳以
上の夫婦 1 組のみの世帯 
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出典：基盤地図情報
図 2-1 涌谷町の地勢 

出典：国勢調査[2020 年まで]、
国立社会保障・人口問題研究所[2025 年以降]

図 2-2 年齢別人口・高齢化率の推移 

出典：国勢調査
図 2-3 高齢者のみ世帯数・世帯割合の推移 
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  人口の分布を見ると、涌谷駅周辺の町中心部に集中する一方で、主に平地部で 10 人
/ha 未満という低密度で分散している傾向にあります。 

  高齢化率は地域によって大きな偏りはありませんが、一部、40％を超える地域が点在
しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

３） 移動特性 
  通勤・通学ともに町内の移動が最も多くなっています。 
  町外を跨ぐ移動については、本町への移動（流入）に比べ、他市町村への移動（流

出）が多い傾向にあり、通勤では隣接する大崎市や美里町、石巻市への移動が多く、
通学では石巻市と仙台市への移動が多くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

出典：国勢調査
図 2-4 人口密度（250m メッシュ） 

出典：国勢調査
図 2-5 高齢化率（250m メッシュ） 

出典：国勢調査
図 2-7 通学流動（2020 年） 

出典：国勢調査
図 2-6 通勤流動（2020 年） 
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４） 主要な施設の分布状況 
  役場等の公共施設は涌谷駅周辺に集中して立地し、天平ろまん館等の観光施設・観光

資源は山間部に位置しています。 
  山間部を隔てた北部の平地部では、公民館や小学校、商店が点在するのみとなってい

ます。 
 

  

出典：国土数値情報、各施設 HP、i タウンページ、 
宮城県及び市町村共同オープンデータポータルサイト 

図 2-8 主要施設の分布状況 
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５） 運転免許の保有状況 
  町内の 65 歳以上の高齢者における免許返納者数は、2020 年以降横ばいで推移してい

ます。 
  地域住民の運転免許保有率は、全年齢・65 歳以上ともに宮城県全体に比べて高い水準

で推移しており、自動車移動に依存していると考えられます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
出典：住民基本台帳、運転免許人口統計（各年 12 月末）

図 2-9 運転免許保有率及び高齢者の免許返納者数 



 

6 
 

（２） 公共交通の現状把握 
１） 公共交通利用圏域 
  町内の公共交通は、鉄道、町民バス、タクシーが運行しています。鉄道及び町民バス

の駅・停留所からの利用圏域に居住する人口は全体の 82.4％となっていますが、市街
地の比較的人口密度の高い地域でも、身近に利用できる公共交通がない「公共交通空
白地域」が見られます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注）利用圏域は徒歩による利用を想定し、駅は半径 800m、バス停留所は半径 300m に設定 
出典：国土数値情報、町資料 

図 2-10 公共交通利用圏域と主な公共交通空白地域 
  

桜町裏、蔵人沖名、六軒町裏、
一本柳周辺 

砂田前周辺 

人口（2020 年） 15,388 人 
利用圏域内人口 12,686 人 
人口カバー率 82.4% 
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２） 各交通の現状 
 ＜鉄道＞ 
  町内の鉄道は、在来線（石巻線・気仙沼線）が運行しており、1 日あたりの運行本数は

涌谷駅及び上涌谷駅が上下でそれぞれ約 20 本、のの岳駅が約 10 本となっています。 
  涌谷駅の利用者数は 2021 年 3 月に無人駅となって以降は公表されていませんが、

2011 年度から 2019 年度までは大きな落ち込みはなく横ばいで推移しています。 
  路線別の平均通過人員について、東北本線ではコロナ禍を経て回復傾向にあります

が、町内で運行している石巻線及び気仙沼線ではコロナ禍でも大きな落ち込みはな
く、一定数で推移しています。 

 
表 2-1 鉄道の運行状況 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

運行主体 駅名 路線名 方面 運行本数 
平日 休日 

JR 東日本 

上涌谷 石巻線 
気仙沼線 

上 小牛田方面 19 19 
下 石巻・女川方面 17 17 

涌谷 石巻線 
気仙沼線 

上 小牛田方面 19 19 
下 石巻・女川方面 17 17 

のの岳 気仙沼線 上 前谷地・小牛田方面 9 9 
下 柳津方面 9 9 

出典：JR 東日本 HP 
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注）上涌谷駅、のの岳駅は無人駅のためデータなし
涌谷駅は 2021 年 3 月に無人駅となったため、
2020 年度以降のデータなし         

出典：JR 東日本「路線別ご利用状況」 
図 2-11 路線別平均通過人員の推移 

出典：国土数値情報
図 2-12 涌谷駅の利用者数推移 
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 ＜町民バス＞ 
  町内では 7 路線の町民バスが、年末年始を除く平日のみ、1 日計 32 便運行していま

す。 
  全ての路線で涌谷駅周辺等の町の中心部を共通区間として運行しています。 
  全体の利用者数は減少傾向にあります。特に路線別では、花勝山線及び箟岳山線の利

用者数が他路線に比べ少ない状況です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

運行主体 路線名 運行区間 運行本数(平日) 

涌谷町 

二の袋線 三十軒 ⇆ ﾖｰｸﾍﾞﾆﾏﾙ前 上 2 
下 2 

上郡循環線 ﾖｰｸﾍﾞﾆﾏﾙ前 ⇆ 尼坂・追浜 3 

小里循環線 ﾖｰｸﾍﾞﾆﾏﾙ前 ⇆ 成 沢 ⇆ 岸ヶ森大橋 成沢廻り 3 
⇆菅の沢⇆ 菅の沢廻り 2 

箟岳線 
（猪岡） 生栄巻ｾﾝﾀｰ⇆箟岳白山小学校⇆ﾖｰｸﾍﾞﾆﾏﾙ前 上 2 

下 3 
箟岳線 
（大谷地） 生栄巻ｾﾝﾀｰ⇆谷地太田⇆ﾖｰｸﾍﾞﾆﾏﾙ前 上 3 

下 2 

箟岳山線 JA 箟岳支店前⇆ﾖｰｸﾍﾞﾆﾏﾙ前 上 3 
下 3 

花勝山線 三軒屋敷⇆ﾖｰｸﾍﾞﾆﾏﾙ前 上 2 
下 2 

出典：町民バス時刻表

図 2-13 町民バス路線 

表 2-2 町民バスの運行状況 

7,489 6,488 5,615 4,937 4,570 4,261 3,065 3,378 3,498 3,042

20,198 18,878 16,886 15,745 16,199 15,772 13,258 12,115 11,130 8,778

3,519 3,408 3,338 2,855 3,364 4,705 6,151 5,609 4,926 3,888

15,429
13,322 14,565 15,645 16,246 12,358

9,862 8,384 8,195
7,675

8,072
6,736 6,517 6,058 5,912 5,740

5,311 4,845 4,307
4,520

13,761
13,020 12,682 11,071 11,131

10,901
9,256

8,303 8,738
8,247

68,468
61,852 59,603 56,311 57,422

53,737
46,903

42,634 40,794
36,150

0
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50,000
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二の袋線

上郡循環線

小里循環線

箟岳山線

箟岳線（合計）

花勝山線

（人/年）

（年度）
出典：町資料

図 2-14 町民バス利用者数の推移 
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 ＜タクシー＞ 
  町内のタクシー事業者は(有)南郷タクシーの 1 社のみであり、隣接する美里町のデマン

ドタクシー事業の運行も行っています。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ＜通学支援＞ 
  町内の各幼稚園・こども園、小学校、中学校ではスクールバスを運行しており、過去 3

年間の累計輸送人員は児童数の減少により右肩下がりとなっています。 
  また、スクールバス利用の対象外かつ学校から 2km 以上離れている児童については、

町民バスの無料パスポートを発行しています。利用者数は近年 3,000 人程度で横ばい
となっています。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

事業者名 (有)南郷タクシー 
所在地 遠田郡涌谷町字田町裏 

保有台数 ジャンボタクシー２台、普通タクシー11 台 
出典：（一社）宮城県タクシー協会 HP 

表 2-3 町内タクシー事業者の概要 

34,400 33,256
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スクールバス輸送人員 年間パスポート利用者数

（人） （人）

（年度）

スクールバス 29 人乗り：14 台 10 人乗り：１台 

小学生 
無料パスポート 

スクールバス利用対象外かつ学校から 2km 以上の児童につい
て、町民バスの通学用無料パスポートを配布 
【対象路線】二の袋線（1〜3 年生）、花勝山線 

出典：町資料 

表 2-4 通学支援の概要 

出典：町資料
図 2-15 スクールバス輸送人員及び町民バス小学生無料パスポートの利用者数推移 
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３） 公共交通に関する収支の状況 
  公共交通の維持・確保に係る行政の財政負担について、町民バスの運行委託料に対し

て運賃収入でどれほど賄っているかを示す収支率は、2019 年度以降継続的に減少して
います。 

  また、バスの運行に係る費用の住民 1 人あたりの負担金額は、収支率の減少に加えて
町全体の人口が減少傾向にあることから増加傾向にあります。 
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住民１人あたりの負担金額 収支率※

（円）

（年度）

※収支率…運賃収入÷交通事業者への運行委託料
出典：町資料

図 2-16 公共交通の運行に関する収支及び住民１人あたりの負担金額 
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（３） 移動ニーズ 
地域住民の公共交通の利用実態やニーズを把握するため、以下の調査を実施しまし

た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

調査 調査概要 

住民アンケート調査 

調査目的 現在の鉄道や町民バス等の利用状況や実態を調査し、各種
施策へ反映する 

実施期間 2024 年 9 月 1 日（日）〜27 日（金） 
調査対象 18 歳以上の町民からの無作為抽出による 1,500 名 

調査方法 
① 郵送による配布・回収（二次元コードによる WEB 回答

を併用） 
② HP・広報誌に周知文を掲載し WEB アンケート調査を

実施 

回収状況 郵送：602 票（回収率 40%） 
WEB：105 票            合計 707 票 

町民バス乗降調査・ 
利用者アンケート調査 

調査目的 
日常生活における町民バスの利用者の生の声を抽出し、路
線ごとの課題分析や施策の検討に向けた基礎データの収集
を行う 

実施日 2024 年 9 月 27 日（金）、10 月 1 日（火） 
調査対象 町民バス全６路線 8 系統の上り１便 

調査方法 ① 調査員の乗り込みによるバス停別の乗降客数カウント 
② 乗客へのアンケート調査票配布・回収 

乗車人数 9 月 27 日（金）：51 人 
10 月 1 日（火）：48 人        合計 99 人 

高校生アンケート調査 

調査目的 涌谷高校への通学について、町外からの通学生も含め公共
交通の利用状況や改善要望を把握する 

実施期間 2024 年 9 月 13 日（金）〜10 月 1 日（火） 
調査対象 涌谷高校の学生（全学年） 
調査方法 WEB アンケート調査 

回収状況 １年生：33 票 ２年生：45 票 ３年生：43 票 
合計 121 票 

中学生アンケート調査 

調査目的 
日常の公共交通の利用状況を把握するとともに、中学卒業
後の進学先を踏まえた居住意向から将来的な通学（通勤）に
関する公共交通の需要を把握する 

実施期間 2024 年 9 月 30 日（月）〜10 月 11 日（金） 
調査対象 涌谷中学校の３年生 
調査方法 WEB アンケート調査 
回収状況 合計 12 票 

高齢者外出状況調査 

調査目的 高齢者の外出状況や移動に関するニーズを把握する 
実施日 2024 年 9 月 20 日（金） 

調査対象 「さくら会」の参加者 
（町内に在住する 70 歳以上の一人暮らし高齢者） 

調査方法 ワークショップ形式で実施 

関係機関・事業者 
ヒアリング調査 

調査目的 
交通事業者及び公共交通利用における主要な目的地となり
うる施設等に対し、移動に関する現状や公共交通を利用す
る上での課題を聞き取る 

実施期間 2024 年 9 月 27 日（金）〜10 月 11 日（金） 

調査対象 ・交通事業者：４事業者   ・関係団体：２機関 
・主 要 施 設：６施設    ・庁内関係課 

 

表 2-5 調査概要 
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１） 各種調査結果の概要 
① 住民アンケート調査 

現在の鉄道や町民バス等の利用状況や実態を調査し、各種施策へ反映することを目
的に実施しました。 

＜目的別の外出状況＞ 
  買い物や通院先については約 7 割が町内と回答しており、通勤・通学先は過半数が

町外と回答しています。町外の主な移動先は大崎市や石巻市、仙台市等が多くなっ
ています。 

  移動手段はいずれの目的においても自家用車がほとんどですが、買い物や通院に関
しては送迎が多い傾向にあります。 

 

 

 
図 2-17 通勤・通学先 

 
図 2-18 通勤・通学先への移動手段 

 

 
図 2-19 買い物先 

 
図 2-20 買い物先への移動手段 

 

 
図 2-21 通院先 

 
図 2-22 通院先への移動手段 

 

  

涌谷町内
42.9%

石巻市
11.9%

大崎市
13.9%

登米市
7.2%

美里町
8.7%

仙台市
7.0%

その他
8.4%

N=345

9
6

283
20

2
20

5
1

0 100 200 300

徒歩のみ
自転車

自動車・バイク（自分で運転）
家族・知人等に送迎を頼む

町民バス
JR（新幹線・電車）

タクシー
その他

複数回答可
N=310

町内
65.3%

町外
34.7%

N=741

＜町外＞
・石巻市
・大崎市
・登米市
・美里町
・仙台市 など

12
16

467
53

8
9
4

0 100 200 300 400 500

徒歩のみ
自転車

自動車・バイク（自分で運転）
家族・知人等に送迎を頼む

町民バス
JR（新幹線・電車）

タクシー
複数回答可
N=538

町内
70.0%

町外
30.0%

N=649

＜町外＞
・石巻市
・大崎市
・登米市
・美里町
・仙台市 など

12
9

434
64

11
15
12
1

0 100 200 300 400 500

徒歩のみ
自転車

自動車・バイク（自分で運転）
家族・知人等に送迎を頼む

町民バス
JR（新幹線・電車）

タクシー
その他

複数回答可
N=525

（複数回答可）

（複数回答可）

（複数回答可）
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＜運転免許の保有状況＞ 
  回答者全体の 8 割以上が運転免許を保有しています。年齢別では、75 歳以上の 1

割ほどに返納者が見られ、20〜74 歳では免許の保有者が 9 割を超えています。 
 

 
図 2-23 運転免許の保有状況 

 
図 2-24 年齢別運転免許の保有状況 

＜町民バス・鉄道を利用するときに困っていること＞ 
  町民バスを利用する際の困りごととして、そもそも「自分で運転するため利用する

必要がない」「利用する移動目的がない」が多くを占めており、それ以外では「利
用したい時間に運行していない」という回答が比較的多くなっています。 

  鉄道を利用する際の困りごととして、町民バスと同様に「自分で運転するため利用
する必要がない」「利用する移動目的がない」が多くを占めており、それ以外では
「利用したい時間に運行していない」、「公共交通間の乗り継ぎに時間がかかる」と
いう回答が比較的多くなっています。 

 

 
図 2-25 町民バスを利用する際の困りごと 

 

 
図 2-26 鉄道を利用する際の困りごと 

持っている
85.5%

持っていない
11.5%

持っていたが
返納した

3.0%

N=696

77.8%
91.7%
94.8%
93.8%
96.0%

91.3%
61.4%

22.2%
8.3%
4.6%

3.1%
1.0%

7.8%
27.8%

1.5%
1.0%
0.9%

9.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20歳未満(N=9)
20〜39歳(N=72)

40〜59歳(N=153)
60〜64歳(N=65)
65〜69歳(N=99)

70〜74歳(N=115)
75歳以上(N=176)

持っている 持っていない 持っていたが返納した

47
106

49
4

23
24
29

75
336

27

0 50 100 150 200 250 300 350 400

バス停が身近にない
利用したい時間にバスが運行していない

路線・時刻等が分かりにくい
時間通り（時刻表通り）にバスが来ない

公共交通間の乗り継ぎに時間がかかる
高齢のため乗り降りが困難である

バス停の待合環境が不十分（ベンチなど）
町民バスを利用するような移動目的がない

自分で運転するため利用する必要がない
その他

複数回答可 N=460

44
95

14
93

28
4

101
250

32

0 50 100 150 200 250 300

最寄り駅までの移動手段がない
利用したい時間に電車が運行していない

路線・時刻等が分かりにくい
公共交通間の乗り継ぎに時間がかかる

高齢のため乗り降りが困難である
駅内の待合環境が不十分（ベンチなど）

鉄道を利用するような移動目的がない
自分で運転するため利用する必要がない

その他
複数回答可 N=459

（複数回答可）

（複数回答可）



 

14 
 

＜公共交通サービスの満足度＞ 
  公共交通サービス全体の満足度は、公共交通利用者が少ないことから「わからな

い」という回答が多くなっていますが、満足度を 4 段階で評価している人の回答を
みると、町民バスの「運行している時間帯」「待合環境」「分かりやすい情報提
供」、鉄道の「運行している時間帯」の満足度が低い傾向にあります。 

  特に改善してほしいことについては、町民バスの「運行ルート」「運行している時
間帯」「分かりやすい情報提供」、鉄道の「運行している時間帯」「分かりやすい情
報提供」の割合が多くなっています。 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
図 2-27 公共交通サービス全体の満足度 

 

 

図 2-28 公共交通サービスの満足度（町民バス） 
【レーダーチャート】 

 

図 2-29 特に改善してほしいこと 
（町民バス） 

 

 

図 2-30 公共交通サービスの満足度（鉄道） 
【レーダーチャート】 

 

図 2-31 特に改善してほしいこと 
（鉄道） 

①運行ルート
25.6%

②運行している
時間帯
34%

③利用料金
3.7%

④待合環境
3.2%

⑤分かりやすい
情報提供

33.8%

N=219

⑥運行ルート
14.8%

⑦運行している
時間帯
42.3%⑧利用料金

9.9%

⑨待合環境
5.6%

⑩分かりやすい
情報提供

27.5%

N=142

町民バス 

鉄道 

満足
2.0%

やや満足
9.3%

やや不満
19.4%

不満
19.5%

わからない
49.8%

N=594

注）公共交通サービスの満足度を示すレーダーチャートにおいては、         
「満足」：4 点、「やや満足」：3 点、「やや不満」：2 点、「不満」：1 点と点数化して整理
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＜町民バスの財政負担＞ 
  今後の公共交通の財政負担については、「財政負担を維持したままサービス向上」

を求める声が最も多く、次いで「利用者の少ない路線の見直しによる財政負担の軽
減」を求める声が多くなっています。 

 

 

図 2-32 今後の公共交通の財政負担 
 

＜自由意見＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

6.0%
17.1%

34.6%12.3%

6.2%

20.2%

3.7%

N=520

■ 公共交通への財政負担をさらに増やして、今以上にサービスを充実させてほしい
（他の分野よりも公共交通に力をいれてほしい）

■ 現在の財政負担を続け、現在と同様のサービスを継続してほしい
■ 財政負担を維持したまま、運行の効率化やサービスの向上を図ってほしい
■ 町民がもっと公共交通を利用し、町の財政負担を減らすよう協力していきたい
■ 公共交通の利用料金を値上げしてでも、今以上にサービスを充実させてほしい
■ 利用者の少ない路線は廃止や便数の縮小等を図り、財政負担を減らしてほしい
■ 公共交通サービスを減らしてでも、他の分野への財政負担を増やしてほしい

町民バス 
  バス停が自宅から遠い。 
  車両に対して運行人数が少ないので小型化した方が良い。 
  休日も運行してほしい。 

鉄道 
  Suica が使えないため不便である。 
  涌谷駅に駐車場がほしい。 
  乗り継ぎの時間が合わない。 

タクシー 
  タクシー事業者が町内に 1 社しかないため、呼んでから来るまで

時間がかかる。 
  利用料金が高いので、無料券などの助成制度を充実してほしい。 

その他 

  現在は自分で運転できるが、将来的に運転できなくなった際の公
共交通の手段に不安がある。 
  スクールバスに空席が見られるので、現在対象外の地域において

も運行してほしい。 
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② 町民バス乗降調査・利用者アンケート調査 
日常生活における町民バスの利用者の生の声を抽出し、路線ごとの課題分析や施策

の検討に向けた基礎データの収集を行うことを目的に実施しました。 

＜利用目的＞ 
  利用目的は、買い物や通院を目的とした乗車が多くなっています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜運行サービスの満足度＞ 
  項目ごとに満足度の大きな差は見られないものの、「運行している時間帯」の満足

度が比較的低くなっています。 

 
 
 
  

通勤
4.3%

買物
39.4%病院

30.9%食事
2.1%

役場
4.3%

観光
1.1%

娯楽・交流
10.6%

知人訪問
1.1%

その他
6.4%

N=94

図 2-33 町民バスの利用目的 

図 2-34 運行サービスの満足度 

（複数回答可）

注）「満足」：4 点、「やや満足」：3 点、「やや不満」：2 点、「不満」：1 点と点数化して整理 
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③ 高校生アンケート調査 
涌谷高校への通学について、町外からの通学生も含め公共交通の利用状況や改善要

望を把握することを目的に実施しました。 

＜登下校時の移動手段＞ 
  登下校時の移動手段は、天候条件にかかわらず送迎が最も多くなっています。ま

た、登校時においては町民バスの利用が送迎に次いで多くなっています。 
 

 
図 2-35 登校時の移動手段（晴天時） 

 
図 2-36 下校時の移動手段（晴天時） 

＜通学時の町民バス・鉄道の利用で困っていること＞ 
  町民バスを利用する際の困りごととしては、「利用したい時間に運行していない」

が最も多くなっています。また、「運行情報が分かりにくい」や「時間通りにバス
が来ない」という声も上がっています。 

  鉄道を利用する際の困りごととして、「利用したい時間に運行していない」が最も
多くなっています。 

 

 
図 2-37 通学時に町民バスを利用する際の困りごと 

 

 

 
 

図 2-38 通学時に鉄道を利用する際の困りごと 

15
25

46
71

38
7

0 20 40 60 80

徒歩のみ

自転車

町民バス

家族・知人等による送迎

JR（鉄道）

その他
複数回答可
N=121

21
22
25

71
36

6

0 20 40 60 80

徒歩のみ

自転車

町民バス

家族・知人等による送迎

JR（鉄道）

その他
複数回答可
N=121

30.6%

5.9%30.6%

9.4%
10.6%

4.7%
3.5% 4.7%

特に困っていることはない
自宅からバス停までの距離が遠い
利用したい時間にバスが運行していない
運行情報（遅延や運休など）が分かりにくい
時間通り（時刻表通り）にバスが来ない
鉄道との乗り継ぎに時間がかかる
バス停の待合環境が不十分（ベンチなど）
その他

N=85

25.7%

38.6%
11.4%

5.7%

12.9%
5.7%

特に困っていることはない
利用したい時間に鉄道が運行していない
運行情報（遅延や運休など）が分かりにくい
町民バスとの乗り継ぎに時間がかかる
駅内の待合環境が不十分（ベンチなど）
その他

N=70

（複数回答可）

（複数回答可） 

（複数回答可） 

（複数回答可）
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④ 中学生アンケート調査 
日常の公共交通の利用状況を把握するとともに、中学卒業後の進学先を踏まえた居

住意向から将来的な通学（通勤）に関する公共交通の需要を把握することを目的に実
施しました。 

＜休日の外出の際に困っていること＞ 
  外出時に困っていることとして、「利用したい時間帯に鉄道やバスが運行していな

い」という声が上がっています。 

 
図 2-39 休日の外出の際に困っていること 

＜卒業後の進学（就職）先への移動手段＞ 
  中学卒業後も涌谷町内に居住する意向がある場合の進学（就職）先への移動手段

は、「鉄道」が最も多く、次いで「町民バス」、「送迎」となっています。 
 

 
 
  

6.3%

56.3%12.5%
12.5%

12.5%特に困っていることはない

利用したい時間に鉄道やバスが運行していない

利用したい鉄道やバスの路線・時刻等が分かりにくい

バスとの乗り継ぎに時間がかかる

駅内の待合環境が不十分（ベンチなど）
N=16

図 2-40 進学（就職）先への移動手段 

（複数回答可）

（複数回答可） 

徒歩
6.3%

自転車
12.5%

町民バス
18.8%

家族・知人等に
よる送迎

18.8%

JR（新幹線・鉄道）
37.5%

その他
6.3%

N=16
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⑤ 高齢者の外出状況調査 
高齢者の外出状況や移動に関するニーズを把握するために実施しました。 

＜調査結果＞ 

  外出先としては中心市街地（特にイオン、ヨークベニマル、天平ろまん館、天平の
湯）が多く、移動手段は「車（自分で運転）」が多くみられます。 

  自分で運転する人からは、「今は運転できるが、免許返納後の交通手段に困ってい
る」といった声が上がっています。 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-41 高齢者の主な外出先と交通手段 

凡例（人数） 

5〜9 人 

1〜4 人 

10 人以上 

凡例（人数） 

車（送迎） 
タクシー 

車（自分で運転） 

バス 

表 2-6 移動に関して困っていること 
移動手段 移動に関して困っていること 

自分で運転 
  今は運転できるが、免許返納後の交

通手段に困っている。 
  道路の幅員が狭く運転しづらい。 

バス 
  二の袋線の本数を増やしてほしい。 
  休日も運行してほしい。 
  町外への移動手段がない。 

送迎・ 
タクシー 

  利用したい時間のバスがない。 
  バス停が遠い。 

 
図 2-42 ワークショップ実施の様子 

天平ろまん館 

ヨーク 
ベニマル 

わくや天平の湯 

イオンスーパーセンター 
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２．課題の整理 
地域や交通に関する現状を踏まえ、本町の公共交通における課題を以下に整理します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

項目 涌谷町における現状 涌谷町におけるニーズ（調査結果）  問題 

人口 

  少子高齢化が進行し続けている一方、町の人口は
減少しています。 

  高齢者のみの世帯が占める割合が増加傾向にあり
ます。 

− 
  

移動特性 

＜施設の集積状況＞ 
  町の中心部となる涌谷駅周辺に都市機能施設をは

じめとする多くの施設が集積しています。 
  山間部より北側は、公民館・小学校等の地域住民

が利用する施設が点在しています。 

＜運転免許の保有状況＞ 
  運転免許を保有する割合が宮城県内でも高い水準

ですが、町の人口は減少しており、運転免許保有
者は減少傾向にあります。 

＜地域住民の移動特性＞ 
  町中心部への移動が多い中、石巻市や大崎市等の

隣接する市町村への移動も見られます。 
  移動時の交通手段は送迎も含めた「自動車」がほ

とんどであり、公共交通を選択する人が少ない状
況にあります。 

＜運転免許の保有状況＞ 
  高齢者の運転免許返納者は少なく、「現状は自分

で運転しているが、免許返納後の交通手段に困っ
ている」といった声も見られます。 

  

鉄道 

  乗車人員はコロナ禍以降も大きく落ち込むことは
なく、地域住民の生活交通の役割を担っていま
す。 

  石巻線・気仙沼線ともに 1 日に 10 本程度と運行
本数が限られています。 

  「利用したい時間に運行していない」、「乗り継
ぎに時間がかかる」などの理由から利用しない人
が多くなっています。 

  多くは通院や通勤・通学のための利用となってい
ます。 

  

町民バス 

  利用者数は全体的に減少傾向にあります。 
  1 日の平均乗車人数が 1 人を下回る路線もあり、

再編や見直しが求められます。 
  バスの圏域を 300m とした場合の人口カバー率は

75%ほどであり、空白地域に対して改善に向けた
取組が必要と考えられます。 

  「利用したい時間に運行していない」、「自動車
を利用するためバスを利用しない」などの理由か
ら利用しない人が多くなっています。 

  利用者からは、運行時間帯の見直しやベンチなど
が設置されているバス停が少ないことから待合環
境の改善を求める声が多くなっています。 

  バスの利用に係らず、路線や時刻等の情報が分か
りづらいといった声も多くあります。 

  多くは通院や買い物のための利用となっていま
す。 

  

財政状況 
  近年、地域公共交通の維持に向けた財政負担額は

増加傾向にあります。 
  地域住民からは、財政負担額を維持したまま公共

交通の運行サービス向上を求める声が多くありま
す。 

  

関係機関 

＜現在実施している取組＞ 
  スクールバスの運行 
  「町民バスに乗ろう！プロジェクト（ボランティ

アの協力による「マイ時刻表」の作成等）」（社
会福祉協議会・町福祉課） 

  移動支援実証実験（社会福祉協議会・町福祉課） 
  福祉タクシー事業（涌谷自動車学校） 

＜関係機関から見た問題点＞ 
  運転士不足や車両の確保を懸念している声が多く

上がっています。 
  狭隘道路の整備や冬期の除雪等による道路環境の

維持管理を求める声が上がっています。 
  学生や保護者からはスクールバスの運行ルート見

直しを求める声が上がっています。 
  地域住民への公共交通サービスの周知が必要とい

う声が多く上がっています。 

  

 

人口減少による 
公共交通の需要低下 

多様な移動ニーズ 
への対応 

自動車利用への 
過度な依存 

人口減少による 
公共交通の需要低下 

生活交通の 
安定的な維持 

公共交通間の乗り 
継ぎ環境の不便さ 

公共交通空白地域の 
住民の移動手段 

運行情報の 
分かりづらさ 

町民バスの利用環境
の不便さ 

財政負担の維持 

公共交通の 
運行体制の確保 

適切な道路環境の 
維持管理 

スクールバスの 
利用ニーズへの対応 
住民への運行情報の 

周知不足 

 地域住民の移動手段をみると、年代問わず自動車利用に依存
している傾向があり、安定した公共交通を維持していくには、
幅広い世代に対して公共交通の利用促進が求められます。 
 そのため、地域住民の移動ニーズを踏まえたうえで、運行ダ
イヤの見直し等の運行サービスの改善により、自動車利用から
公共交通利用への転換を図る必要があります。 

 免許を持っていない高齢者や学生などの交通弱者は、公共交
通の運行時間が合わない、公共交通空白地域に住んでおり交通
の便が悪いなどといった理由から、家族などの送迎が多い傾向
にあります。加えて、現在免許を保有している高齢者も、免許
返納後は移動手段の確保が求められます。 
 そのため、交通事業者に加え、あらゆる分野の関係機関との
連携により交通弱者のニーズに沿った移動環境の充実を図る必
要があります。 

 自動車の運転から公共交通利用に転換するには、公共交通の
利便性を向上させるとともに、公共交通サービスを地域住民に
周知していくことが求められます。 

また、既に公共交通を利用している人にとっても利用しやす
いよう、バス停や鉄道の待合環境の充実に加え、分かりやすい
路線等のさらなる情報提供が必要になります。 

 地域住民の高齢化等により、公共交通の利用ニーズが高まる
ことが想定されますが、人口減少や自動車依存により公共交通
の利用者自体は減少傾向にあり財源の確保が懸念されます。ま
た、交通事業者においては、運転士不足が深刻化しており、安
定した公共交通の運行体制の確保が求められます。 
 そのため、交通事業者への運行支援の継続的実施や公共交通
の運行ルートとなる道路の維持管理などにより、持続可能な運
行形態の維持を図る必要があります。 

課題１ 地域住民の生活行動に応じた 
運行サービスの見直し 

課題２ 地域住民及び関係機関との 
連携体制の構築 

課題３ 公共交通サービスの利便性向上 
及び情報案内の強化 

課題４ 持続可能な公共交通の維持 

現状と問題 課題 
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３．公共交通の目指す姿 
（１） 将来像と取組方針 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
公共交通は、免許を持たない高齢者や学生を中心とする地域住民の重要な移動手段と

なっており、将来にわたって持続可能なものとする必要があります。今後は、地域住民
の生活行動や移動ニーズを踏まえた上で、ダイヤも考慮した公共交通空白地域の解消も
見据え、町民バスやスクールバス、福祉輸送サービス等の輸送資源を含めた地域全体の
公共交通サービスの最適化を目指します。 

 
 
 
 
利用者が便利に・快適に利用できる公共交通とするために、鉄道との乗り継ぎ利便性

の向上や待合環境の充実を図ります。また、路線やルート、ダイヤなどについて、利用
者の立場に立ったわかりやすい情報の提供を行います。 

 
 
 
 
今後も公共交通を維持していくためには、自動車依存から公共交通利用という個人の

生活スタイルの転換に加えて、地域住民・関係機関・行政が一体となり、公共交通を守
り育てる意識の醸成が必要となります。そのため、公共交通を利用するきっかけづくり
や、細やかな広報・PR 活動などの取組に加え、関係機関の実施する事業との連携・協力
を行います。 

 
 
 

  

 
地域が一体となりつくりあげる 

地域住民に寄り添う公共交通の実現 

地域住民に寄り添う 公共交通の運行サービスの最適化 取組方針１ 

取組方針２ 

地域一体の協働による 公共交通の利用促進 取組方針３ 

涌谷町地域公共交通の将来像 
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（２） 公共交通ネットワーク 
以下に、将来の公共交通ネットワーク像を示し、各公共交通や拠点・ゾーンが担う

役割を整理します。 
 

 
 
 
 

図 2-43 将来の公共交通ネットワークイメージ 
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第3章  具体的な施策 
１．施策の体系 

目標達成のために実施するべき施策を以下のように整理します。 
町として特に優先的に取り組む施策については「重点施策」として位置付けます。 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域住民に寄り添う 公共交通の運行サービスの最適化 取組方針１ 

誰にとっても利用しやすくわかりやすい 公共交通の利用環境の整備 取組方針２ 

地域一体の協働による 公共交通の利用促進 取組方針３ 

施策１ 利用実態・移動ニーズに応じた町民バスの最適化 
 路線の再編、定期券の導入、車両の見直し等の検討 

施策２ 鉄道との乗り継ぎ利用を踏まえた町民バスのダイヤ見直し 
 鉄道のダイヤに合わせた利用しやすいバスダイヤの検討 

施策３ 関係機関との連携による移動手段の確保 
 スクールバスや福祉輸送サービスとの連携検討 

施策４ 公共交通空白地域の解消に向けた新たな移動サービスの導入検討 
 デマンド交通や公共ライドシェア等の導入検討 

施策５ 地域公共交通の維持に向けた継続的な運行支援 
 運行支援によるサービス水準の維持、運転士の確保 

施策６ 拠点やバス停における待合環境の整備促進 
 ベンチの設置等による待合環境の整備検討 

施策７ 鉄道との乗り継ぎ利便性向上策の検討・実施 
 鉄道駅におけるパーク＆ライドの検討、交通結節点としての整備検討 

施策８ 町内の主要施設との連携 
 町内の商業施設等の主要施設と連携した利用促進策の検討 

施策９ わかりやすい運行情報の提供 
 GTFS の整備、わかりやすい時刻表等の表示の検討 

施策 10 モビリティ・マネジメントの推進 
 高齢者や学生等を対象とする乗り方教室や講座の実施 

 
施策 11 関係機関の実施する事業との連携・協力 
 関係機関の実施する移動支援、利用促進の取組との連携 

施策 12 町民バスへの車両ラッピングの実施 
 バスへの愛着が生まれる車両とするためのラッピング実施 

重点施策 

重点施策 

重点施策 

重点施策 
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２．施策・事業内容 
前項で整理した施策について、実施内容及び実施主体、スケジュールを示します。 
 
 
 

施策１ 利用実態・ニーズに応じた町民バスの最適化 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

施策の内容 

①-1 利用実態・ニーズに応じた町民バスのダイヤ・路線の再編 
  利用実態やニーズに応じたダイヤやルート等の運行内容の見直しを検討します。 
  見直しの検討に当たっては、目的地に関係する機関へのヒアリング調査を詳細に実施

し、既往資料等から利用実態とニーズを把握した上で、利用しやすく今後も持続可能
な町民バスの最適化を目指します。 

 
①-2 定期券の発行 
  町民バスを利用して町内外の高校に通学する高校生や日常の移動利用を行う利用者に

向けて、バス定期券の発行を実施します。その際、利便性向上のため、デジタル定期
券の導入を検討します。 

 
①-3 バスのダウンサイジングの検討 
  町民バスは現在 29 人乗りのマイクロバスの車両で町内全域を運行しています。今後

は、より効率的な運行を目指し、地域の実情や路線の再編に合わせ、乗り降りがしや
すい小型車両等の導入を検討します。 

 

実施主体・スケジュール 

取組 実施主体 R7 年度 R8 年度 R9 年度 R10 年度 R11 年度 R12 年度 

①-1 町、隣接市町、 
バス事業者       

①-2 町、バス事業者       

①-3 町、バス事業者       

 

検討 実施（必要に応じて見直し検討） 

地域住民に寄り添う 公共交通の運行サービスの最適化 取組方針１ 

検討 実施 

段階的な検討・実施 

重点施策 
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施策２ 鉄道との乗り継ぎ利用を踏まえた町民バスのダイヤ見直し検討 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施策３ 関係機関との連携による移動手段の確保 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

施策の内容 

②-1 鉄道との乗り継ぎを考慮した町民バスのダイヤの再編 
  町外への移動手段となっている鉄道との乗り継ぎ利便性を向上させるため、鉄道ダイ

ヤに合わせたバスダイヤの再編を行います。 
  その際、バスと鉄道の接続時間や通学時間帯の運行を考慮してダイヤの見直しを実施

します。 
 

実施主体・スケジュール 

取組 実施主体 R7 年度 R8 年度 R9 年度 R10 年度 R11 年度 R12 年度 

②-1 町、バス事業者       

 

施策の内容 

③-1 スクールバスの混乗化の検討 
  小学生・中学生の通学に利用されているスクールバスについて、子どもたちの登下校

に支障のない範囲で、空席や登下校以外の時間帯を活用した地域住民の混乗・車両の
共用等を検討します。 

 
③-2 福祉タクシーを活用した取組の検討 
  町内の関係機関による福祉タクシー事業と連携し、高齢者や障害者等の移動に困難が

ある方々の足の確保に努めます。 
 

実施主体・スケジュール 

取組 実施主体 R7 年度 R8 年度 R9 年度 R10 年度 R11 年度 R12 年度 

③-1 町、バス事業者       

③-2 
町、 
涌谷自動車学校、 
社会福祉協議会 

      

 

検討 実施（必要に応じて見直し検討） 

検討 実施 

実施・継続検討 

重点施策 
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施策４ 公共交通空白地域の解消に向けた新たな移動サービスの導入検討 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施策５ 公共交通の維持に向けた継続的な運行支援 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

施策の内容 

⑤-1 継続的な運行支援による公共交通サービスの維持 
  バスの運行を継続し、町内の公共交通の維持を図るため、運行事業者に対し、国の地

域公共交通確保維持改善事業を活用しながら町からの運行支援を行います。 
 
⑤-2 運転手の確保に向けた施策の実施 
  バスやタクシーの運行を担う運転手を継続的に確保するための支援策を実施します。 

 

実施主体・スケジュール 

取組 実施主体 R7 年度 R8 年度 R9 年度 R10 年度 R11 年度 R12 年度 

⑤-1 町       

⑤-2 町、バス事業者、 
タクシー事業者       

 

継続して実施 

施策の内容 

④-1 タクシー助成事業またはデマンドタクシーの導入検討 
  バス停が近くにない等、バスの空白地帯になっている地域について、事業者と連携し

たタクシーチケットによる運賃助成や、予約に応じて運行し、他の乗客と乗り合って
利用するデマンドタクシーの導入を検討します。 

 
④-2 公共ライドシェアの運行 
  バスやタクシー等による移動手段の確保が難しい地域（公共交通空白地域）の解消に

向けて、町や地域協働体等が自家用車（白ナンバー）を活用して地域住民や観光客の
輸送を行う「公共ライドシェア」の導入を検討します。 

  その際、定時定路線の運行や区域のみを定める運行等、地域の実情に合わせて運行ス
タイルを設定します。 

 

実施主体・スケジュール 

取組 実施主体 R7 年度 R8 年度 R9 年度 R10 年度 R11 年度 R12 年度 

④-1 町、タクシー事業者       

④-2 町、地域協働体、 
社会福祉協議会等       

 

検討 実施 実証実験 

検討・実施 

検討・実施 
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施策６ 拠点やバス停における待合環境の整備促進 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

施策の内容 

⑥-1 主要バス停の待合環境の改善 
  主要施設に位置するバス停について、ベンチ等の整備・修繕を実施し、待合環境の向

上を図ります。 
  バス停へのベンチの設置に関しては、町で実施している「おらほのベンチ」事業※の

活用も含めて検討します。 
 

実施主体・スケジュール 

取組 実施主体 R7 年度 R8 年度 R9 年度 R10 年度 R11 年度 R12 年度 

⑥-1 町、地域住民、 
社会福祉協議会       

 
注）「おらほのベンチ」事業 

･･･町を快適に安心して歩くことのできる環境を整備するとともに、地域住民の交流やコミュニティづ
くりのきっかけにつながることを目指し、地域の集会所やバス停前にベンチの設置を行う事業。 

誰にとっても利用しやすくわかりやすい 公共交通の利用環境
の整備 

取組方針２ 

継続して実施 



 

28 
 

施策７ 鉄道との乗り継ぎ利便性向上策の検討 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

施策の内容 

⑦-1 パークアンドライド、キスアンドライドの推進 
  主に通勤や通学に利用されている涌谷駅へのアクセスに対する利便性を高めるため、

駐車場や送迎車両が一時的に待機する乗降場等の整備を実施します。 
 
⑦-2 交通結節点としての整備 
  本町の公共交通の玄関口となっている涌谷駅においては、バスやタクシー、自動車、

自転車といった他の交通との結節点として、乗り継ぎ利便性の向上や待合環境の改善
に向けた整備を実施します。 

 
⑦-3 乗り継ぎ案内に関する広報資料の作成 
  鉄道とバスの乗り継ぎについて、行先ごとに乗り継ぎ時間を示した分かりやすい広報

資料を作成し、利用者への情報提供を行います。 
 

実施主体・スケジュール 

取組 実施主体 R7 年度 R8 年度 R9 年度 R10 年度 R11 年度 R12 年度 

⑦-1 町、鉄道事業者       

⑦-2 町、鉄道事業者       

⑦-3 町       

 

検討・協議・実施 

検討・協議・実施 

検討・実施 
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施策８ 町内の主要施設との連携 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施策９ わかりやすい運行情報の提供 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

施策の内容 

⑧-1 施設との連携による待合環境の整備 
  バス停周辺の公共施設や商業施設等と連携し、施設内への待合スペースや時刻表の設

置等による待合環境の整備を実施します。 
 
⑧-2 商業施設等と連携した取組の実施検討 
  買い物客や観光客の利用促進を図るため、町内の商業施設や観光施設等と連携し、公

共交通を利用して施設を訪れた際の特典や割引等を実施する企画を検討します。 
 

実施主体・スケジュール 

取組 実施主体 R7 年度 R8 年度 R9 年度 R10 年度 R11 年度 R12 年度 

⑧-1 町、施設管理者       

⑧-2 町、施設管理者       

 

施策の内容 

⑨-1 バス停時刻表の整備・更新 
  バスダイヤの再編に合わせ、各バス停の時刻表の更新を行います。その際、行先や時

刻が分かりやすくなるよう表示の調整を実施します。 
 
⑨-2 バスの行先表示の改善 
  バス車両の掲示について、行先や経由地等の運行ルートが分かりやすくなるよう改善

を行います。 
 

⑨-3 GTFS データの整備による運行情報のデジタル化 
  バスの運行情報をインターネット上でも容易に検索できるようにするため、GTFS（標

準的なバス情報フォーマット）を活用した運行ルートや時刻表のオープンデータ化を
実施します。 

実施主体・スケジュール 

取組 実施主体 R7 年度 R8 年度 R9 年度 R10 年度 R11 年度 R12 年度 

⑨-1 町、バス事業者       

⑨-2 町、バス事業者       

⑨-3 町、バス事業者       

検討 実施 

検討 

検討 

検討・協議・実施 

検討・協議・実施 

実施 

実施 

重点施策 
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施策 10 モビリティ・マネジメントの推進 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施策 11 関係機関の実施する事業との連携・協力 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

施策の内容 

⑪-1 既存事業の継続的な実施及び新規事業の検討  
  社会福祉協議会で実施している「マイ時刻表」の作成事業や、庁内の関係課で実施し

ている運行ルートとなる道路の維持管理を今後も継続して実施します。 
  既存の事業に加え、まちづくりに関連する多様な分野と公共交通が連携した新たな取

組を検討・実施します。 
 

実施主体・スケジュール 

取組 実施主体 R7 年度 R8 年度 R9 年度 R10 年度 R11 年度 R12 年度 

⑪-1 町、 
社会福祉協議会等       

 

継続実施・新規事業の検討 

施策の内容 

⑩-1 高齢者や学生等を対象とする乗り方教室や講座の実施 
  バスをはじめとする公共交通を身近に感じ、自ら利用しようと思う地域住民を増やす

働きかけとして、モビリティ・マネジメント※の取組を実施します。 
  具体的には、実際の車両を使ったバスの乗り方教室や、公共交通やクルマを含めた交

通手段を社会や環境の観点から考える講座等を実施します。 
 

実施主体・スケジュール 

取組 実施主体 R7 年度 R8 年度 R9 年度 R10 年度 R11 年度 R12 年度 

⑩-1 
町、地域住民、 
社会福祉協議会、 
教育委員会 

      

 
注）モビリティ・マネジメント 

･･･日常生活における移動を「過度に自動車に頼る状態」から、「公共交通や徒歩などを含めた多様な交
通手段を適度に（＝かしこく）利用する状態」へと自発的な転換を促し、「ひとり一人の行動や意識
の問題をはっきりと考えながら、交通政策を展開していこう」とする一連の取組。 

検討 実施 

地域一体の協働による 公共交通の利用促進 取組方針３ 

重点施策 
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施策 12 町民バスへの車両ラッピングの実施 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

施策の内容 

⑫-1 バスへの愛着が生まれる車両とするためのラッピング実施 
  地域住民や来訪者に公共交通の存在を PR し、バスへの興味を持ってもらう機会を増

やすため、車両へのラッピングを実施します。ラッピングのデザインは、バスへの愛
着が生まれるようなものとすることを念頭に置いて検討します。 

 

実施主体・スケジュール 

取組 実施主体 R7 年度 R8 年度 R9 年度 R10 年度 R11 年度 R12 年度 

⑫-1 町、バス事業者       

 

検討・実施 
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第4章  評価指標 
地域公共交通計画の目標の達成状況を評価するため、評価指標を設定します。 
指標は、施策・事業の実施状況を評価する「活動指標（アウトプット）」と、施策・事

業を受けて現れる結果を評価する「成果指標（アウトカム）」の 2 項目を設定します。 
 

１．活動指標（アウトプット） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

取組方針１ 地域住民に寄り添う 公共交通の運行サービスの最適化 
 指標 基準値 

（2024 年度） 
目標値 

（2030 年度） 
 町民バスのダイヤ・路線の見直し − ２回以上 
 ＜考え方・データの取得方法＞ 
  地域住民へのアンケート調査や乗降調査、地域の現況分析の結果を受け、町民バス

のダイヤ・路線の見直しを実施し、その実施回数を評価します。 
  移動ニーズや情勢の変化に柔軟に対応し、目標期間内に 2 回以上の見直し実施を目

指します。 

取組方針２ 誰にとっても利用しやすくわかりやすい 公共交通の利用環境の整備 
 指標 基準値 

（2024 年度） 
目標値 

（2030 年度） 
 情報のオープンデータ化 − １回 
 ＜考え方・データの取得方法＞ 
  バスの運行情報をインターネット上で容易に検索ができるようにし、利便性を向上

させるため、バスの運行ルートや時刻表のオープンデータ化の取組を評価します。 
  目標年である 2030 年度までに、1 回の実施を目指します。 

取組方針３ 地域一体の協働による 公共交通の利用促進 
 指標 基準値 

（2024 年度） 
目標値 

（2030 年度） 
 モビリティ・マネジメントの実施回数 − 年２回以上 
 ＜考え方・データの取得方法＞ 
  公共交通を身近に感じ、自ら利用する地域住民を増やすための働きかけを行うモビ

リティ・マネジメントの取組の実施回数を評価します。 
  基準値となる 2024 年度は実施していませんが、目標年である 2030 年度には年 2 回

以上の実施を目指します。 
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２．成果指標（アウトカム） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

指標 
（★：国の標準指標） 

基準値 
（2024 年度） 

目標値 
（2030 年度） 

★町民バスの年間利用者数 36,150 人 
（2023 年度） 基準値より向上 

町民バス１台あたりの平均乗車率 
※年間利用者数÷ 
（1 台あたりの乗車可能人数×1 日の運行便数×年間運行日数） 

16% 
（2023 年度） 基準値より向上 

★地域公共交通への財政負担額 
（町民バス利用１回あたり） 

1,158 円 
（2023 年度） 現状維持 

★地域公共交通の収支率 ７％ 
（2023 年度） 10%以上 

地域住民の公共交通への関心度 
※住民アンケートの公共交通の満足度に関する設問において、

「わからない」以外（「満足」「やや満足」「やや不満」「不
満」と回答した割合） 

50% 60%以上 

町民バス利用者の公共交通に関する満足度 
※住民アンケートで「町民バスを利用している」と回答した人

のうち、公共交通の満足度に関する設問において、「満足」
「やや満足」と回答した割合 

50% 60%以上 

   
＜考え方・データの取得方法＞ 
  町民バスの利便性向上や利用環境の改善に向けた取組による効果を「年間利用者数」及び

「1 台あたりの平均乗車率」によって評価します。「年間利用者数」に加え、「1 台あたり
の平均乗車率」を指標とすることで、利用者数の増加に加えて効率的な運行が達成できて
いるかを評価します。 

  町が実施する地域公共交通事業の運営状況を「財政負担額」及び「収支率」で評価しま
す。「財政負担額」は、町が地域公共交通事業に投入する公的資金額を算出するものと
し、2030 年度においても現状維持を目指します。「収支率」は、地域公共交通の運行経費
に対する運賃収入の割合を算出するものとし、目標値は、計画期間の６年間で新型コロナ
ウイルス感染症流行前の水準（10％）までの改善を図るため「10％以上」と設定します。 

  地域公共交通の各種取組による全体的な効果を「地域住民の公共交通への関心度」及び
「町民バス利用者の公共交通に関する満足度」で評価します。どちらの指標も基準値は 5
割に留まっていることから、今後、地域公共交通の各種取組を遂行することにより、更な
る数値の向上を図ります。目標値となる 2030 年度の「地域住民の関心度」及び「町民バ
ス利用者の満足度」は、次期地域公共交通計画の策定に向けた住民アンケート調査によっ
て計測し、モビリティ・マネジメントの実施や町民バスのダイヤ・路線の再編等により、
それぞれの数値が計画期間の６年間で 10%以上向上することを見込み「60％以上」と設定
します。 
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第5章  計画の推進・評価体制 
１．達成状況の評価 
（１） 評価方法・スケジュール 

本計画は、「Plan（計画策定）」、「Do（実行）」、「Check（評価）」、「Action（改善）」
を繰り返す PDCA サイクルの考え方に基づき推進します。運用にあたっては、計画期
間を通して進行する長期の PDCA サイクルに加え、単年度で施策の実施、実施状況の
評価、次年度に向けた見直し・改善を行う短期の PDCA サイクルを組み合わせて計画
全体の推進及び進捗の管理を行います。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5-1 PDCA サイクル 
 
 
 

  

事業・施策の 
実施状況の評価 

計画に基づく事業・ 
施策の実施 地域公共交通計画 

の策定 

目標達成状況の評価 

次期計画の策定 

運行データの収集・利用
実態の調査、分析 

 

Plan 
（計画） 

Do 
（実行） 

Check 
（評価） 

Action 
（改善） 

各主体との協議・調整 

Plan 
計画 

Do 
実行 

Check 
評価 

Action 
改善 

＜計画期間＞ 令和 7 年度〜令和 12 年度 

   
  

D P 
C A 

D P 
C A 

D P 
C A 

D P 
C A 

D P 
C A 

      
    

D P 
C A 

1 年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ６年目 



 

35 
 

２．推進体制 
本計画の推進にあたっては、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律に基づく法

定協議会として涌谷町地域公共交通会議を位置づけ、計画に基づく施策・事業の実施・
調整、評価及び見直しを行います。 

会議は毎年度 2 回程度開催し、年度前半には当年度に実施する事業についての協議、
年度後半には当年度に実施した事業の評価及び次年度実施する事業の方針や予算に関す
る協議を実施します。 

また、本会議では、地域住民、行政、交通事業者、関係機関が連携し、各主体が役割
を果たすことで目指す姿の実現を目指します。 

 
 

表 5-1 涌谷町地域公共交通会議の構成員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 5-2 各主体の役割 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

主体 期待される役割 

地域住民 
・公共交通の積極的な利用 
・地域主体の公共交通の担い手づくりへの積極的な関与 
・交通に関する要望やニーズの発信 

行政 
・地域の関係者間の連携、調整 
・庁内の連携、調整 
・計画に基づく事業の実施 

交通事業者 
・計画に基づく事業を主として実施 
・運行データの収集、提供 
・関係者間の共創による交通施策への協力 

その他関係機関 ・交通事業者や行政と連携した施策への協力 
 

＜ 涌谷町地域公共交通会議 ＞ 

地域住民等 行政 交通事業者 その他関係機関 
住民の代表 涌谷町 鉄道事業者 道路管理者 

 国 バス事業者 公安関係者 
 宮城県 タクシー事業者 福祉関係者 
   学識経験者 

 




